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Aichi Univerrsity Education Square
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設計期間 H27 年 3 月～ H27 年 7 月
工事期間 H27 年 8 月～ H28 年 3 月
基本設計 愛知教育大学財務部施設課
実施設計 株式会社 綜企画設計

施工 建築 榊原建設 株式会社
電気 株式会社 東海電工社
機械 株式会社 大建

株式会社 総合設備コンサルタント

改修面積 約 6,800 ㎡
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太陽光太陽光

⾮常⽤電源

太陽光パネル

灯具 (LED)

ツリーテーブル
既存の⾼⽊を囲むようにテーブルとベン
チを設ける事で、⾃然との調和を図りつ
つ、集いの場を創る。

周辺建物との連動・活⽤
⼤学中央に位置するパブリックスペース
として周辺建物との連動や、学内⾏事で
のステージやイベント会場としても活⽤
が⾒込まれる。

Before

AfterConcept
本学の中核施設群（教育交流館・第⼀福利施設・第⼀共通
棟・⾃然科学棟・講堂）に囲まれた本パブリックスペース
の整備計画範囲は約 6,800 ㎡となる。「センターコア」を
中⼼とした同⼼円状に広がるデザインとすることで、⼈と
⼈、⼤学と地域を繋ぐ輪としての求⼼⼒を具現化し、周辺
建物利⽤者である学⽣・教職員だけでなく地域の⼈を含む
交流を繋ぐ輪となるようシンボル性を持たせている。

第⼀共通棟

第⼀共通棟 ウッドデッキ

⾃然科学棟

第⼀福利施設

教育交流館

鑑賞池

センターコア

ソーラー街路灯
ソーラーパネルの発電によって、停電時に
おいても 100V電源を⼀時的に供給できる。
屋外パブリックスペースは、災害時の拠点
として活⽤することを想定している。

井⽔利⽤
鑑賞池に井⽔設備の余剰⽔を再利⽤し省資
源化を図る。

上⽔

余剰⽔
利⽤し
観賞池、花壇へ

トイレ
流し台へ

井⽔システム


